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坂元山からみた坂元宮山古墳遠望 1969 年 8 月

8月の炎暑の中で坂元宮山古墳の発掘作業に従事する高校生たち

坂元宮山古瑣第二主体出土銀錯貼金環頭大刀
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発行当時のチラシにつき既刊と表示されていない巻もありますが、姫路市史は全巻（16巻23冊）発刊済です。

『
姫
路
市
史
第
一
巻
下
本
編
考
古
』
発
刊
に
あ
た
っ
て

姫
路
市
史
絹
集
専
門
委
員
加
藤
史
郎

姫
路
市
で
は
、
こ
の
た
び
表
記
の
市
史
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
巻
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
二
年
前
に
発
刊
さ
れ
た
賓
料
編
と
対
に
な
る

も
の
で
、
二
冊
合
わ
せ
て
、
姫
路
市
域
や
そ
の
周
辺
の
原
始
・
古
代
の
文
化
や

歴
史
を
研
究
す
る
賓
料
と
な
り
ま
す
。
こ
の
巻
の
最
大
の
特
徴
は
、
何
と

い
っ
て
も
、
旧
石
器
時
代
か
ら
律
令
体
制
崩
壊
時
ま
で
の
数
万
年
に
及
ぶ
人
々

の
悠
久
の
歴
史
を
、
文
字
賓
料
を
ほ
と
ん
ど
用
い
ず
に
、
人
間
の
残
し
た
辿

構
や
逍
物
、
言
い
換
え
る
と
主
と
し
て
考
古
辿
物
に
よ
っ
て
歴
史
を
語
ら
せ
た

点
だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
当
市
で
は
初
め

て
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
成
果
の
一
端
で
あ
る
各
時
代
の
内
容
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

旧
石
器
時
代
で
は
、
初
め
て
日
本
列
島
に
住
み
着
い
た
人
間
が
飢
え
に
苦
し
み

な
が
ら
、
環
境
の
激
変
に
耐
え
抜
き
、
生
き
抜
く
さ
ま
が
見
て
取
れ
ま
す
。

縄
文
時
代
も
基
本
的
に
は
旧
石
器
時
代
と
大
き
く
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

土
器
や
弓
矢
な
ど
の
使
用
に
よ
り
、
定
住
生
活
が
次
第
に
定
着
し
て
き
ま
す
。

こ
れ
で
か
れ
ら
の
生
活
が
よ
り
幅
広
く
、
よ
り
高
度
な
も
の
に
な
り
、
今
に

縄
文
文
化
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
華
脱
な
土
器
や
装
飾
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
然
に
依
存
す
る
経
済
で
は
．
所
詮
自
然
の
猛
威
の
前
に
、
破
た
ん

に
暮
れ
る
日
々
が
多
く
、
再
生
産
が
可
能
な
煤
業
へ
の
志
向
が
急
務
で
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

時
同
じ
く
し
て
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
来
し
た
水
稲
耕
作
は
ま
さ
に
干
天
の
慈
雨
の

ご
と
く
、
西
日
本
一
帯
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
時
を
経
ず
し
て
東
日
本
に
ま
で
一

気
に
伝
播
し
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
弥
生
時
代
の
開
始
で
す
。

水
稲
耕
作
は
各
地
に
地
方
共
同
体
と
呼
ば
れ
る
小
巣
団
を
形
成
し
、
そ
の
指

祁
者
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
水
稲
耕
作
は
ど
の
作
業
課
程
を
見
て
も
多
人

数
に
よ
る
共
同
作
業
が
不
可
欠
で
あ
る
し
．
そ
れ
を
指
示
・
命
令
す
る
指
導
者

を
必
要
と
し
た
か
ら
で
す
。
か
れ
ら
は
、
次
第
に
権
力
を
掌
握
し
、
中
に
は
前

方
後
円
墳
（
古
墳
）
の
製
作
を
許
さ
れ
、
よ
り
強
大
な
権
力
を
持
つ
首
長
へ
と

成
長
し
て
い
っ
た
者
も
い
た
よ
う
で
す
。
各
地
に
残
る
大
小
の
前
方
後
円
墳

は
、
そ
の
過
程
を
語
っ
て
い
ま
す
。
古
墳
廃
絶
後
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
仏
教
寺

院
や
後
に
は
国
分
寺
の
創
建
、
あ
る
い
は
街
道
の
整
備
に
力
を
注
ぎ
、
国
家
権

カ
の
一
拠
を
担
う
地
方
勢
力
に
ま
で
成
長
す
る
者
も
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
第
一
巻
下
は
、
文
字
の
な
い
時
代
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
文
字
が

あ
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
時
代
の
歴
史
を
通
史
と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
当
た
っ
て
は
、
考
古
学
の
研
究
方
法
が
威
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

相
手
が
も
の
い
わ
ぬ
遺
構
や
遺
物
だ
け
に
、
独
り
よ
が
り
の
結
論
に
な
ら
な
い

よ
う
、
研
究
者
は
絶
え
ざ
る
努
力
を
柄
み
厘
ね
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
思
い

を
か
た
む
け
な
が
ら
、
本
巻
を
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

第
十
六
巻

年
表
・
索
引

第
十
五
巻
下

文
化
財
編
2

（
既
刊
）

第
十
三
巻
上

第
十
三
巻
下

第
十
五
巻
上

第
十
五
巻
中

文
化
財
編
1

（
既
刊
）

民
俗
編

（
既
刊
）

申
込
先

〒
6
7
0

ー

0
0
1
2

姫
路
市
本
町
6
8

ー

2
5
8

（
日
本
城
郭
研
究
セ
ン
タ
ー
内
）

城
内
図
屯
自
館
史
料
賂
理
担
当

T
E
L
(
0
7
9
)
2
8
9
ー

4
8
8
6

F
A
X
(
0
7
9
)
2
8
9
ー

4
8
9
1

別
編
第
十
四
巻

姫
路
城

（
既
刊
）

近
現
代
3

近
現
代
2

（
既
刊
）

●
現
金
書
留
・
郵
便
為
替

左
記
住
所
ま
で
ご
送
金
く
だ
さ
い
。

近
現
代
1

（
既
刊
）

第
十
一
巻
下

第
十
1
一
巻

近
世
3

（
既
刊
）

第
十
一
巻
上

近
世
2

（
既
刊
）

第
十
巻

近
世
l

（
既
刊
）

第
九
巻

中
世
2

（
既
刊
）

郵
送
希
望
の
場
合

史
料
編
第
八
巻

古
代
・
中
世1

（
既
刊
）

第
七
巻

考
古

（
既
刊
）

資
料
編
第
七
巻

下．1:

自
然

（
既
刊
）

第
六
巻

近
現
代
3

第
一1一
巻

直
接
購
入
の
場
合

送
料
五
百
円

頒
布
方
法

城
内
図
書
館
史
料
整
理
担
当
、

市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所1
階
）
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
五
巻
下
近
現
代

2

（
既
刊
）

第
五
巻
上
近
現
代

1

（
既
刊
）

第
四
巻

近
世
2

（
既
刊
）

頒
価
五
、

0
0
0
円

（
一
部
に
つ
き
）

近
世
1

（
既
刊
）

第
二
巻

本
の
体
裁

A
5

判
上
製
本
中
性
裔
質
紙
使
用

装
丁
用
織
物
表
紙
貼
箱
入

第
一
巻
下
考
古

本
編
第
一
巻
上
自
然

既
刊
案
内

（
今
回
発
刊
）

古
代
・
中
世

（
既
刊
）

苔
名

姫
路
市
史
第
一
巻
下

本
編
考
古

購
読
申
込
み
に
つ
い
て


